
契約年月日 令和7年5月1日

契約業者名 五洋・大本特定建設工事共同企業体

契約業者の住所 福岡市博多区博多駅東二丁目７番２７号

工事の名称

工事場所

工事種別 港湾土木工事

工事概要 別紙のとおり

工期（自） 令和7年5月1日

工期（至） 令和8年3月30日

契約金額 1,912,790,000 円　（税込み）

契約の内容

令和７年度川内港(唐浜地区)岸壁(-12m)築造工事

薩摩川内市港町地先



１．工事概要

２．　施工場所

薩摩川内市港町地先

３．　工　　　期

契約締結日から令和8年3月30日までとする。

なお、工期は、土曜日、日曜日、祝休日、夏期休暇及び年末年始休暇を休日として設定している。 

４．　管理用基準

基準面：監督職員の指示による。
基準点：監督職員の指示による。

５．　工事内容

岸壁（-12m）

共通工

標識灯管理 貸与物件

基礎工

基礎捨石① 雑石5～100kg/個程度

捨石①本均し ±5cm

捨石①荒均し ±30cm

基礎捨石② 雑石5～100kg/個程度

捨石②本均し ±5cm

捨石②荒均し ±30cm

捨石②荒均し ±50cm

・国土交通省が提唱するi-Constructionの取り組みにおいて、BIM/CIM（Building/Construction Information
Modeling/Management）を適用することで、調査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事業の各段階に携わる受発注
者のデータ活用・共有を容易にし、建設事業全体における一連の建設生産・管理システムの効率化を図ることを目的と
するBIM/CIM適用工事（発注者指定型）である。

 ・「労務費見積り尊重宣言」による下請け企業へ労務費の内訳明示した見積書提出を求める試行工事である。

・工事期間中の直近3カ年の真夏日の日数に応じて、熱中症対策に資する現場管理費の補正をあらかじめ行う試行工
事である。

本工事は、川内港(唐浜地区)岸壁（-12m）の共通工、基礎工、本体工、構造物撤去工、裏込･裏埋工、上部工、付属工
及び舗装工を施工するものである。

なお、本工事については、以下に示す試行等の対象工事である。

・入札時に施工方法等の技術提案を受け付ける技術提案評価型（施工体制確認型） 総合評価落札方式の試行工事及
び契約締結後に施工方法等の提案を受け付ける契約後VEの試行工事である。

 ・休日の確保を評価する「休日確保評価型（工期指定）」の試行工事である。

・「主任（監理）技術者等未経験の技術者を配置」「働き易い職場環境の整備」「担い手育成活動を実施」及び「地元作業
船の活用を実施」について評価する工事であり、実施した場合には工事成績評定の加点を行う。

数量

m

m 95

79

1,135m2

194m2

1,948m3

 ・国土交通省が提唱するi-Constructionに基づき、ＩＣＴの全面的活用を図るため、施工時に３次元データを活用するＩＣ
Ｔ活用の対象工事（施工者希望型）である。

基

（機械均し）

・本工事は、令和６年４月からの建設業に対する時間外労働の罰則付き上限規制適用を踏まえ、作業船乗組員等の時
間外労働を前提としている現行の港湾請負工事積算基準を見直すことを目的とした試行的取組（能力補正型）を適用
する対象工事である。

・建設キャリアアップシステム（以下「ＣＣＵＳ」という）の普及促進を図るＣＣＵＳ活用モデル工事である。

・「港湾工事パートナーシップ強化宣言」を行い下請契約を締結する受注者（元請企業）に対し、現場管理費率を割増
し、下請企業への波及効果を検証する試行工事である。

・本工事は港湾工事関係書類スリム化の手引きを活用して、工事関係書類を必要最小限に簡素化に取り組む対象工
事である。

・本工事は、工事検査時（完成・既済部分等）を対象に、書類検査に必要な書類を限定し、工事検査の時間短縮や受注
者の説明用資料作成の省略により、検査の効率化を進めるとともに、受発注者の負担軽減を図ることを目的とした「検
査書類限定型試行工事」の対象工事である。

・本工事は、従業員給料手当等に関する試行工事である。

・本工事は、工程上一定の区切りと認められる時点で、主任技術者又は監理技術者の途中交代を認める試行工事で
ある。

工　種　名　称 規格・形状寸法 参考数量 摘　　　要単位

1,008m3

8

（機械均し）

93

m

m

m 28

19

m 15 137m2 （機械均し）

m 19 24m2 （機械均し）

178m2 （機械均し）

１．工事概要

２．　施工場所

薩摩川内市港町地先

３．　工　　　期

契約締結日から令和8年3月30日までとする。

なお、工期は、土曜日、日曜日、祝休日、夏期休暇及び年末年始休暇を休日として設定している。 

４．　管理用基準

基準面：監督職員の指示による。
基準点：監督職員の指示による。

５．　工事内
容

岸壁（-12m）通工

標識灯管理 貸与物件

基礎工

基礎捨石① 雑石5～100kg/個程度

捨石①本均し ±5cm

捨石①荒均し ±30cm

基礎捨石② 雑石5～100kg/個程度

捨石②本均し ±5cm

捨石②荒均し ±30cm

捨石②荒均し ±50cm

・国土交通省が提唱するi-Constructionの取り組みにおいて、BIM/CIM（Building/Construction Information
Modeling/Management）を適用することで、調査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事業の各段階に携わる受発注
者のデータ活用・共有を容易にし、建設事業全体における一連の建設生産・管理システムの効率化を図ることを目的と
するBIM/CIM適用工事（発注者指定型）である。

 ・「労務費見積り尊重宣言」による下請け企業へ労務費の内訳明示した見積書提出を求める試行工事である。

・工事期間中の直近3カ年の真夏日の日数に応じて、熱中症対策に資する現場管理費の補正をあらかじめ行う試行工
事である。

本工事は、川内港(唐浜地区)岸壁（-12m）の共通工、基礎工、本体工、構造物撤去工、裏込･裏埋工、上部工、付属工
及び舗装工を施工するものである。

なお、本工事については、以下に示す試行等の対象工事である。

・入札時に施工方法等の技術提案を受け付ける技術提案評価型（施工体制確認型） 総合評価落札方式の試行工事及
び契約締結後に施工方法等の提案を受け付ける契約後VEの試行工事である。

 ・休日の確保を評価する「休日確保評価型（工期指定）」の試行工事である。

・「主任（監理）技術者等未経験の技術者を配置」「働き易い職場環境の整備」「担い手育成活動を実施」及び「地元作業
船の活用を実施」について評価する工事であり、実施した場合には工事成績評定の加点を行う。

数量

m

m 95

79

1,135m2

194m2

1,948m3

 ・国土交通省が提唱するi-Constructionに基づき、ＩＣＴの全面的活用を図るため、施工時に３次元データを活用するＩＣ
Ｔ活用の対象工事（施工者希望型）である。

基

（機械均し）

・本工事は、令和６年４月からの建設業に対する時間外労働の罰則付き上限規制適用を踏まえ、作業船乗組員等の時
間外労働を前提としている現行の港湾請負工事積算基準を見直すことを目的とした試行的取組（能力補正型）を適用
する対象工事である。

・建設キャリアアップシステム（以下「ＣＣＵＳ」という）の普及促進を図るＣＣＵＳ活用モデル工事である。

・「港湾工事パートナーシップ強化宣言」を行い下請契約を締結する受注者（元請企業）に対し、現場管理費率を割増
し、下請企業への波及効果を検証する試行工事である。

・本工事は港湾工事関係書類スリム化の手引きを活用して、工事関係書類を必要最小限に簡素化に取り組む対象工
事である。

・本工事は、工事検査時（完成・既済部分等）を対象に、書類検査に必要な書類を限定し、工事検査の時間短縮や受注
者の説明用資料作成の省略により、検査の効率化を進めるとともに、受発注者の負担軽減を図ることを目的とした「検
査書類限定型試行工事」の対象工事である。

・本工事は、従業員給料手当等に関する試行工事である。

・本工事は、工程上一定の区切りと認められる時点で、主任技術者又は監理技術者の途中交代を認める試行工事で
ある。

工　種　名　称 規格・形状寸法 参考数量 摘　　　要単位

1,008m3

8

（機械均し）

93

m

m

m 28

19

m 15 137m2 （機械均し）

m 19 24m2 （機械均し）

178m2 （機械均し）

本体工（ケーソン式）

ケーソン据付

ケーソン中詰

ケーソン中詰均し

プレキャスト蓋製作 18N-8-40

プレキャスト蓋設置

本体工（鋼杭式）

鋼管杭打設（杭A） φ1,200×L37.673m 本

鋼管杭打設（杭B） φ1,200×L36.940m 本

構造物撤去工

石材撤去 雑石5～100kg／個程度

裏込･裏埋工

防砂目地板 B=1.0m

裏込材 5～100kg/個

非液状化材 5～100kg/個

防砂シート①

防砂シート②

フィルター層(上層) クラッシャーランRC-30

フィルター層(上層)均し ±20cm

フィルター層(下層) 単粒砕石S-40

裏埋材 5～100kg/個

裏埋雑石均し ±5cm

±20cm

上部工

上部コンクリート 18N-8-40

H形鋼設置

コーナー保護材設置 SUS304　L-50×50×6

(クレーン基礎)

基礎栗石敷均し 割栗石　t=20cm

コンクリート打設 30N-8-40

H形鋼設置

コーナー保護材設置 SUS304　L-50×50×6

付属工

係船柱取付 曲柱1000kN型

防舷材取付 1000H×1100L

梯子取付 ゴム製タラップ 200H

車止取付 200H、L＝8.9m

200H、L＝13.6m

200H、L＝14.8m

200H、L＝19.8m

コーナー材取付

舗装工

(エプロン舗装)

路盤 t=20cm

コンクリート舗装 曲げ4.5N-6.5-40　t=30cm

目地 縦施工目地

横収縮目地

施工目地

小口止め 18N-8-40

m

m

m

189

m 189 3,081m2

186

290 1,888m2

8,163m2

m 269

23

2,632m3

H-350×350×12×19  (SM400)

H-350×350×12×19  (SS400)

m 1,361

m 1,063

7,316

m2

m2

m 293

m

m

基

基

基

1,033

m 158

1

m 290

m 219

基 1

基 1

7,316

基

559m2

41

m 113

185

290

190

箇所

12

φ1,200×t12×L36.940 1

m 158

128m3

m 230 1,398m3

m 219

m

m

m

m 290

1

24

基

230

28,890m3

3,558m2

2,628m2

2,583m3

4,480m3m

186

14

函 6

枚

6

支給材料

7,461m3

函 6

枚 41 標準部、東側取付部①、
東側取付部②

本 22 φ1,200×t12×L37.637 22

函 標準部　4函(1,310t/函)、
東側取付部① 1函(1013t/
函)、東側取付部② 1函
(521t/函)

流用材8,528m3

内流用材8,528m3

想定

想定

m 290 19,567m3

20,321m3

本 1

(水叩き舗装)

路盤 t=20cm

コンクリート舗装 18N-8-40　t=20cm

目地

小口止め 18N-8-40

６

６－１ 支給材料

６－２ 貸与物件

７．工事仕様

７－1 総則

(1)

７－２ 施工時期

７－3 基礎工

(1)

(2)

７－4 本体工（ケーソン式）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

品名 品質・規格

品質・規格

 Ｌ 　　  　Ｂ 　　 　Ｈ

数量

 Ｌ 　　  　Ｂ 　　 　Ｈ

単位

m 57

返還時期引渡時期
返還場所

m2 96

m 131

m2

摘要

標識灯 L-3型(太陽電池式) 基 8
貸与物件引渡場所 貸与物件返還場所

令和7年5月上旬

96

引渡場所

品　　名 単位 数量 引渡場所 引渡時期 摘　　要

ケーソン
（標準部）

函 4

支給材料引渡場所 令和7年6月下旬 海上引き渡しケーソン
（東側取付部①）

函 1
15.0m×6.9m×14.6m

ケーソン
（東側取付部②）

 Ｌ 　　  　Ｂ 　　 　Ｈ
函 1

13.95m×4.1m×10.1m

20.0m×9.9m×14.6m

令和8年3月下旬

本特記仕様書に定めのない事項については「港湾工事共通仕様書」（国土交通省港湾局 令和6年3月）及び「港湾設
計・測量・調査等業務共通仕様書」（国土交通省港湾局 令和5年3月）、「九州地方整備局港湾空港工事特記仕様書共
通編」（令和6年8月版）の定めによるものとする。
なお、共通仕様書の改訂により実施内容に変更が生じた場合は、監督職員と協議し、実施するものとする。

本工事における本体工(鋼杭式)の現場着手時期は8月上旬を想定している。また、別件工事における浚渫土砂の投入
時期を11月上旬に開始することを想定しているため、本工事におけるフィルター層の施工を11月上旬までに完了するこ
とを想定している。

基礎捨石（雑石5～100kg／個）の材質は、JIS A 5006割ぐり石（硬石）の物理的性質を満足し、比重は2.5以上とする。

基礎工における均しの施工方法は、機械均しとする。

ケーソン据付にあたっては、事前に据付計画書を監督職員に提出するものとし、提出にあたり、付近の航行船舶に支
障を与えないよう、関係機関と調整しなければならない。
なお、ケーソン据付は、令和7年7中旬までに完了することを想定しており、据付完了後のケーソン天端の安全ネットは
存置するものとする。

ケーソンのバラストには、海水を使用するものとする。なお、これにより難い場合は、監督職員の承諾を得なければなら
ない。

上蓋使用料については、当初契約では未計上であり、監督職員と協議のうえ、工期末日までに変更契約する。

ケーソンの中詰材は、単位体積重量20.0kN／m3以上（湿潤飽和状態）のものとし、有害な雑物を含んではならない。

ケーソンの据付について、ケーソン曳航時は、ケーソンの喫水を浅くするために起重機船(300t吊)にて吊り上げながら
据付箇所まで曳航し、曳航完了後はウインチ方式による施工を想定して費用を算出している。なお、詳細な施工方法に
ついては、監督職員の承諾を得るものとする。

コンクリートは、JIS A 5308に規定するレディーミクストコンクリートとし、品質は、下表を標準とする。なお、この最大水セ
メント比を満足しない場合などは、所要の品質を満足する製品を監督職員の承諾を得て使用することができる。

区　　分 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法 ｾﾒﾝﾄの種類 最大水ｾﾒﾝﾄ比 その他指定事項

プレキャスト蓋及び
間詰コンクリート

普通 18N/mm2 8cm 40mm N又はB.A、B.B、M、FA 65% -

3


